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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
保
育
と
は
何
か
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
十
二
条
に
お
け
る
「
保
育
」
と
は
、
幼
稚
園
で
の
幼

児
の
心
身
発
達
に
応
じ
た
教
育
の
中
に
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
と
は
異
な
り
、
一
定
の
養
護
や
世
話
が

必
要
と
な
る
こ
と
、
小
学
校
以
上
の
よ
う
に
教
育
内
容
を
体
系
的
に
分
類
し
た
教
科
を
中
心
に
し
て
内
容
の
習
得
を
行
わ
せ

る
の
と
は
異
な
り
、
幼
児
の
具
体
的
な
生
活
経
験
に
基
づ
い
た
総
合
的
指
導
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
教
育
方

法
の
独
自
性
を
表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
「
保
育
」
と
は
、
養
護

及
び
教
育（
満
三
歳
以
上
の
幼
児
に
対
す
る
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、

保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
学
校
教
育
法
第
二
十
二
条

に
お
け
る
「
保
育
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
学
校
教
育
法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
「
義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の

教
育
の
基
礎
を
培
う
も
の
と
し
て
、
幼
児
を
保
育
し
、
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
当
な
環
境
を
与
え
て
、
そ
の
心

身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
」
が
幼
稚
園
の
目
的
で
あ
り
、
同
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
「
幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
」
と

は
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
幼
稚
園
教
育
に
保
育
が
含
ま
れ
る
」
及
び
「
循
環
定
義
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
教
育
及
び
保
育
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
法
令
に
よ
り
定
義
は
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


